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令和 ４年度  瀬波地区区長会要望事項  

 

１．基 盤 整 備 部 門  

１）．県 道 瀬 波 温 泉 線 の歩 道 整 備 について  

県 道 瀬 波 温 泉 線 の歩 道 につきましては、浜 新 田 集 落 内 から温 泉 交 差 点

までは、未 だに整 備 がなされてない状 況 にあります。この区 間 は、カーブが連

続 し見 通 しも悪 く、また、瀬 波 温 泉 から瀬 波 地 区 及 び上 海 府 へ通 り抜 ける車

両 も多 く通 行 しています。平 成 ２６年 度 には、速 度 抑 制 のためのドットマークに

よる路 面 標 示 をしていただきましたが、根 本 的 な解 決 には到 ってない状 況 にあ

ります。  

このような状 況 を踏 まえ、歩 行 者 の安 全 確 保 のためにも、村 上 市 から新 潟

県 へ早 急 な歩 道 整 備 の事 業 化 を働 きかけていただくよう要 望 いたします。  
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【 回 答 】  

ご 要 望 の 箇 所 に つ き ま し て は 、 現 道 沿 い に 建 物 や 工 作 物 も 多 く あ る

こ と な ど か ら 、 現 在 の と こ ろ 事 業 化 の 見 通 し が 立 っ て い な い 状 況 で

す 。 そ の た め 、 通 学 路 の 合 同 点 検 に 基 づ く 通 学 路 交 通 安 全 対 策 プ ロ グ

ラ ム に よ り ド ッ ト ラ イ ン 等 の 路 面 標 示 を 設 置 し て い た だ き 、 歩 行 者 の

安 全 確 保 を 図 っ て お り ま す 。  

 本 市 と し ま し て は 、 地 域 の 実 情 を 踏 ま え 、 引 き 続 き 県 に 対 し 事 業 化

の 要 望 を 行 う と と も に 、道 路 管 理 者 で あ る 県 並 び に 警 察 、学 校 関 係 者 、

地 域 と 連 携 し 歩 行 者 の 安 全 確 保 に 努 め て ま い り ま す 。  

（ 問 合 せ 先 ： 建 設 課 ）  

 

２）．国 道 ３４５号 堀 川 橋 から瀬 波 温 泉 跨 線 橋 までの歩 道 整 備 について  

国 道 ３４５号 の歩 道 については、堀 川 橋 下 流 歩 道 橋 から瀬 波 温 泉 跨 線 橋

まで、歩 行 者 用 信 号 機 が設 置 されているのもかかわらず、歩 道 未 整 備 区 間 と

なっております。当 該 路 線 は、村 上 総 合 病 院 の移 転 新 築 、大 型 商 業 店 の出

店 、新 興 住 宅 地 の開 発 に伴 って、車 両 の交 通 量 、歩 行 者 が非 常 に多 くなっ

てきております。平 成 ２６年 度 にはカラー舗 装 を行 って歩 行 者 の安 全 を図 って

おりますが、根 本 的 な解 決 には至 ってない状 況 にあります。  

この中 で、児 童 、生 徒 をはじめとする歩 行 者 の安 全 確 保 と利 便 性 向 上 の

ためにも、新 潟 県 へ歩 道 整 備 を働 きかけていただくよう要 望 いたします。  
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【 回 答 】  

ご 要 望 の 箇 所 に つ き ま し て は 、 通 学 路 で あ る こ と を 踏 ま え 、 以 前 か

ら 県 に 対 し 事 業 化 の 要 望 を 行 っ て お り ま す が 、 現 道 沿 い に 建 物 や 工 作

物 も 多 く あ る こ と な ど か ら 、 現 在 の と こ ろ 事 業 化 の 見 通 し が 立 っ て い

な い 状 況 で す 。 そ の た め 、 通 学 路 の 合 同 点 検 に 基 づ く 通 学 路 交 通 安 全

対 策 プ ロ グ ラ ム に よ り 、 外 側 線 の 引 き 直 し や ゼ ブ ラ 等 の 路 面 標 示 を 設

置 し て い た だ き 、 歩 行 者 の 安 全 確 保 を 図 っ て お り ま す 。  

本 市 と し ま し て は 、 地 域 の 実 情 を 踏 ま え 、 引 き 続 き 県 に 対 し 事 業 化

の 要 望 を 行 う と と も に 、道 路 管 理 者 で あ る 県 並 び に 警 察 、学 校 関 係 者 、

地 域 と 連 携 し 歩 行 者 の 安 全 確 保 に 努 め て ま い り ま す 。  

（ 問 合 せ 先 ： 建 設 課 ）  

 

３）．村 上 中 等 教 育 学 校 へ震 度 感 知 式 鍵 ボックスの設 置 について  

令 和 元 年 ６月 に発 生 した山 形 県 沖 を震 源 とする大 規 模 地 震 の際 には、

村 上 中 等 教 育 学 校 へ避 難 した住 民 がおりましたが、学 校 の先 生 が来 るまで

中 に入 ることができず待 ってるという状 況 がありました。そのため瀬 波 小 学 校 に

設 置 されているような震 度 感 知 式 鍵 ボックスの設 置 を要 望 しましたが、令 和 ２・

３年 度 の回 答 では、同 校 は県 立 の施 設 であるため、新 潟 県 と設 置 の協 議 が

必 要 で、しかも学 校 開 放 していない県 立 高 校 については体 育 館 から校 舎 へ

進 入 できないような設 備 がないため管 理 上 の問 題 もありボックスの設 置 に至 っ

ていないということ、その代 わりスペアキーを市 が預 かったうえで夜 間 等 の災 害

時 は早 急 に市 の避 難 所 担 当 職 員 が駆 け付 け鍵 を開 ける体 制 にして対 応 し

ているとのことでした。しかし、この方 法 だと昨 年 の回 答 にもあったように、市 の

避 難 所 担 当 職 員 が到 着 する前 に先 に避 難 者 が到 着 している事 例 もあったと

いうことで、迅 速 さに欠 けることもあり、今 後 いつ強 い地 震 が来 るかもしれない

状 況 の中 で一 刻 も早 く県 と協 議 し、村 上 中 等 教 育 学 校 にも震 度 感 知 式 鍵

ボックスを設 置 できるように新 潟 県 に働 きかけていただきたく要 望 いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 村 上 中 等 教 育 学 校 ）  

 

 

（ 瀬 波 小 学 校 に 設 置 し て い る 防 災

ボ ッ ク ス (鍵 ボ ッ ク ス )）  
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【 回 答 】  

一 昨 年 度 か ら 、 市 で ス ペ ア キ ー を 預 か っ た 上 で 夜 間 等 の 災 害 時 は 、

早 急 に 市 の 避 難 所 担 当 職 員 が 駆 け 付 け で き る よ う な 体 制 を と っ て お り

ま す 。ま た 、今 年 度 か ら 担 当 職 員 は 近 隣 に 在 住 す る 職 員 を 割 り 当 て し 、

迅 速 に 避 難 所 の 鍵 を 開 け る 体 制 を と っ て お り ま す 。  

震 度 感 知 式 鍵 ボ ッ ク ス の 設 置 の 件 に つ い て は 、 体 育 館 側 か ら 校 舎 に

自 由 に 進 入 で き な い 設 備 等 が 必 要 と な る な ど 課 題 が あ る の で 、 学 校 側

と 今 後 も 引 き 続 き 協 議 し て ま い り ま す 。  

（ 問 合 せ 先 ： 総 務 課 ）  

 

４）．瀬 波 温 泉 跨 線 橋 の階 段 の修 繕 について  

昭 和 ４７年 に完 成 した、国 道 ３４５号 上 緑 町 から肴 町 にかけて J R 上 にか  

かっている跨 線 橋 ですが、架 設 してから５０年 になり、跨 線 橋 の上 部 の歩 道 に

上 がる階 段 が腐 食 して穴 があいているなど老 朽 化 が目 立 ってきてます。昨 年

の要 望 では、階 段 部 の腐 食 して穴 が開 いた箇 所 の補 修 については、県 にお

いて昨 年 の１０月 末 に完 了 するという回 答 をいただきましたが、現 在 も穴 が開

いている箇 所 が見 受 けられる状 況 であります。この階 段 は中 等 教 育 学 校 や村

上 第 一 中 学 校 の生 徒 等 が多 く利 用 しており、事 故 が起 きる前 に修 繕 してい

ただくよう、村 上 市 から新 潟 県 に働 きかけていただきたく要 望 いたします。  

 

(緑 町 側 )  
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（ 肴 町 側 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 回 答 】  

ご 要 望 の 瀬 波 温 泉 跨 線 橋 階 段 部 の 修 繕 に つ き ま し て は 、 現 在 発 注 の

準 備 を 進 め て お り 、今 年 の 1 2 月 末 ま で に は 工 事 を 完 了 さ せ る 見 込 み と

伺 っ て お り ま す 。  

（ 問 合 せ 先 ： 建 設 課 ）  

 

 

２．環 境 整 備 部 門  

１）．瀬 波 町 裏 排 水 路 と渡 山 辺 里 川 の管 理 について  

瀬 波 町 裏 排 水 路 については、計 画 的 な浚 渫 と除 草 を行 っていただいてお

ります。また、緑 町 四 丁 目 地 内 を流 れる渡 山 辺 里 川 につきましても、毎 年 草

が生 い茂 る状 況 で、また今 後 も土 砂 の堆 積 が懸 念 されるところでございます。  

このような状 況 を踏 まえ、瀬 波 町 裏 排 水 路 と渡 山 辺 里 川 につきまして、こま

めな除 草 と、定 期 的 な土 砂 の浚 渫 を要 望 いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 渡 山 辺 里 川 ）  

 

 



 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 回 答 】  

瀬 波 町 裏 排 水 路 の 浚 渫 に つ き ま し て は 、 毎 年 計 画 的 に 実 施 し て お

り 、 今 後 も 継 続 し て 排 水 路 の 環 境 維 持 に 努 め て ま い り ま す 。  

ま た 、 渡 山 辺 里 川 に つ き ま し て は 、 現 在 は 土 砂 の 堆 積 は 多 く は 見 受

け ら れ ま せ ん が 、 今 後 も 定 期 的 な 状 況 確 認 の 実 施 と 除 草 作 業 も 含 め た

管 理 を 計 画 的 に 実 施 し て ま い り ま す 。  

（ 問 合 せ 先 ： 建 設 課 ）  

 

 

３．文 化 振 興 教 育部門  

１）．米 軍 上 陸 記 念 碑 及 びイカリの維 持 管 理 について  

瀬 波 新 田 町 の海 岸 にある米 軍 上 陸 碑 及 び米 軍 のイカリにつきまして、米

軍 上 陸 碑 については平 成 ７年 に当 時 の市 社 会 教 育 課 から補 助 金 を受 けて、

また、イカリについては協 働 のまちづくりからの支 援 を受 け、イカリの塗 装 と格

納 建 屋 建 設 を行 いました。  

しかし、今 後 、補 修 等 の維 持 管 理 費 の捻 出 が困 難 な状 況 にあります。戦

争 体 験 者 が少 なくなってきており、悲 惨 な戦 争 体 験 を語 り継 ぐためにも、この

遺 物 は、非 常 に重 要 なものだと考 えております。昨 年 の回 答 では、 「イカリ本

体 については、平 成 ２１年 度 村 上 市 文 化 財 保 護 審 議 会 による現 地 視 察 の

結 果 、当 地 で製 作 ・使 用 されてきた遺 品 ではないため文 化 財 への指 定 は難

しい。しかし、米 軍 上 陸 記 念 碑 及 びイカリは本 市 の戦 争 遺 構 として平 和 教 育

への活 用 も考 えられるため、瀬 波 地 区 区 長 会 及 び瀬 波 地 区 と協 力 しながら

維 持 管 理 が図 られるように進 めていきたい。」とのことでした。ですが、今 後 の維

持 管 理 について、市 で行 なっていただけるよう再 度 強 く要 望 いたします。  

 

 

 

 

 

（ 瀬 波 町 裏 排 水 路 ）  
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【 回 答 】  

米 軍 上 陸 記 念 碑 及 び イ カ リ の 維 持 管 理 に つ き ま し て は 、 昨 年 度 も 回

答 い た し ま し た が 、 地 域 の 資 源 （ 財 産 ） と し て 地 域 で 管 理 い た だ く べ

き も の と 考 え て お り ま す 。  

 維 持 管 理 に 伴 う 補 修 等 の 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 、 市 に ご 相 談 い た だ

き 、 瀬 波 地 区 区 長 会 、 地 域 ま ち づ く り 組 織 等 の 関 係 機 関 と 補 修 の 方 法

等 も 含 め 協 議 さ せ て い た だ き ま す 。  

（ 問 合 せ 先 ： 生 涯 学 習 課 ）  


